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街
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央
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す
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近
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郭
跡
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あ
る
。
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康
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よ
る
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来
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さ
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あ
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今
回
の
発
掘
調
査
地
は
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西
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曲
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に
あ
た
る
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調
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は
、
遺
構
面
を
三
面
認
め
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が
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の
う
ち
木
簡
が
出
土
し
た
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は
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中
世
末

か
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近
世
初
頭
と
考
え
る
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遺
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あ
る
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近
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遺
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福
井
城
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前
の
古
代
集
落
跡
で
あ
る
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し
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い
る
。
①
は
上
部
左
右
に
切
り
込
み
が
入
る
が
、
そ
の
上
部
は
欠
損
す
る
。
下

部
は
緩
く
削
り
尖
ら
せ
る
が
、
先
端
は
欠
損
す
る
。
④
は
上
下
と
も
欠
損
す
る
。

０
は
上
部
左
右
に
切
り
込
み
が
入
る
が
、
左
側
上
部
は
欠
損
す
る
。
①
は
上
部

左
右
に
切
り
込
み
が
入
る
が
、
上
部
は
欠
損
し
、
下
部
も
ま
た
久
損
し
て
い
る
。

墨
書
は
片
面
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
確
で
あ
る
。
０
も
上
部
左
右
に
切

り
込
み
が
入
る
が
、
上
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
下
部
は
削
っ
て
尖
ら
せ
る
。
墨

書
は
片
面
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
確
で
あ
る
。
①
の
上
部
は
欠
損
し
て

い
る
。
下
部
は
削
っ
て
尖
ら
せ
る
。
０
は
上
部
左
右
に
切
り
込
み
が
入
る
が
、

下
部
は
欠
損
す
る
。

以
上
の

一
〇
点
が
現
時
点
ま
で
の
整
理
作
業
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
整
理

作
業
途
上
で
あ
る
た
め
、
遺
構
名
は
仮
称
を
用
い
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
ほ
か

上
部
に
切
り
込
み
は
あ
る
が
、
墨
書
の
有
無
が
判
別
で
き
な
い
付
札
状
木
製
品

が
四
点
あ
る
。
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